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■ 

町
で
は
消
防
団
員
を
応
援
す
る
店

舗
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

本
町
で
は
、
約
４
５
０
名
の
町
消
防
団

員
が
、
昼
夜
問
わ
ず
地
域
の
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
そ
ん
な
団
員
を

応
援
す
る
「
消
防
団
応
援
の
店
」
の
登
録

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
「
消
防
団
応
援
の
店
」
と
は

　
「
消
防
団
応
援
の
店
」
登
録
の
お
店
や

事
業
所
が
、
消
防
団
員
証
を
提
示
し
た
団

員
や
そ
の
家
族
な
ど
に
対
し
、
料
金
割
引

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
町
消
防
団
員
を
応
援
し
よ
う

と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

町
で
は
、
登
録
し
た
お
店
や
事
業
所
の

積
極
的
な
利
用
を
約
４
５
０
名
の
団
員

に
促
し
、
地
元
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

登
録
方
法

　

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
町
総
務
課
消
防
係
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
は
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

「
応
援
の
店
」
登
録
証

　
「
応
援
の
店
」
登
録
事
業
者
に
は
、「
甲

佐
町
消
防
団
応
援
の
店
」
登
録
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所

へ
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
と
確
認
方
法

　
「
応
援
の
店
」
登
録
事
業
者
は
、
消
防

団
員
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど
の
範
囲
内

で
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
を
設
定
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
が
登
録
店
舗
で
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
、
町
消
防
団
が
発
行
す
る

消
防
団
員
証
を
提
示
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　
（
内
線
２
４
１
）

「
消
防
団
応
援
の
店
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
約
４
５
０
名
の
町
消
防
団

員
を
応
援
す
る
「
消
防
団
応
援
の
店
」

の
登
録
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
事
業
者
に
は
登
録
証
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所

に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▲登録店舗でのサービス利用には、
　消防団員証の提示が必要です。

池田製菓舗
・税込500円以上お買い上げ
　の方に商品１個サービス

・餃子１皿無料
・ライス大盛無料

香山飯店緑石堂

TEL 096-234-0566 TEL 096-234-0118

「消防団応援の店」登録店舗とサービス内容をご紹介します

TEL 096-234-0776

・かすり10～30㌫引
・印かん、文具10㌫引
・優勝旗札などの筆耕料50㌫引

▲

登
録
事
業
者
に
は
「
消
防
団
応
援
の
店
」
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
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入院時の食事代

460円
指定難病患者の方などは
260円の場合もあります

過去12カ月で90日までの入院

210円
過去12カ月で91日目からの入院

160円※４
100円

自己負担限度額
外来＋入院（世帯単位）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１㌫

＜４回目以降　140,100円＞※１

167,400円＋（総医療費－558,000円）×１㌫

＜４回目以降　93,000円＞※１

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１㌫

＜４回目以降　44,400円＞※１

57,600円
４回目以降44,400円※１

24,600円

15,000円

外来（個人単位）

18,000円
（年間上限14.4万円）

8,000円

8,000円

所得区分

現役並み所得者Ⅲ
（住民税課税所得
690万以上の方）
現役並み所得者Ⅱ
（住民税課税所得
380万以上の方）
現役並み所得者Ⅰ
（住民税課税所得
145万以上の方）

一　般

区分Ⅱ※２

区分Ⅰ※３

負担
割合

３割

１割

※１　過去12カ月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が４回以上あった場合、４回目以降は＜＞内の金額となります。
※２　区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）
※３　区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除［（年金の所得は控除額を80万円として
　　　計算）を差し引いたときに０円となる方］
※４　過去12カ月以内の入院日数が90日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が160円になります。

■医療費の自己負担限度額（月額）

■
８
月
１
日
か
ら
被
保
険
者
証
な
ど
が
変
わ
り

　
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」（
黄
色
）
の
有
効
期
限
は
、
7
月
31
日

（
水
）
で
す
。

　

8
月
1
日
（
木
）
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
、
７
月
中
に

簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
8
月
1
日
（
木
）

以
降
に
処
分
し
て
い
た
だ
く
か
、
町
住
民
生
活

課
ま
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
も
、
7
月
31
日
（
水
）
が
有

効
期
限
で
す
。

　

8
月
1
日
（
木
）
以
降
も
引
き
続
き
該
当
さ

れ
る
人
に
は
、
被
保
険
者
証
に
同
封
し
て
お
送

り
し
ま
す

■
令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
度
の
保
険
料
額

　
が
決
定

　

令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
を
基
に
、
4
月

1
日
時
点
の
世
帯
構
成
に
よ
り
賦
課
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額
（
４
７
，
９
０
０
円
）
と
所
得
割
額

（
基
礎
控
除
後
の
所
得
額
の
９
・
26
㌫
）
を
合

計
し
た
金
額
で
、
年
額
62
万
円
が
上
限
額
で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

所
得
の
低
い
人
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
軽

減
判
定
所
得
の
合
計
額
が
次
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
、
各
割
合
の
均
等
割
の
軽
減
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
33
万
円
以
下

　

８
．
５
割
軽
減

・
33
万
円
以
下
で
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
各

種
所
得
が
な
い

　

８
割
軽
減

・
33
万
円
＋
28
万
円
×
（
被
保
険
者
数
）
以
下

　

5
割
軽
減

・
33
万
円
＋
51
万
円
×
（
被
保
険
者
数
）
以
下

　

２
割
軽
減

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前
日

ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
は
、
均
等
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ
、
所
得

割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
世
帯
主
が
災
害
な
ど

に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
事
が
で
き
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
決
定
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

7
月
中
旬
に
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
「
令

和
元
年
（
平
成
31
年
）
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
1
人

ひ
と
り
の
保
険
料
額
や
そ
の
計
算
方
法
、
徴
収

方
法
な
ど
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
た
保
険
料
の
徴

収
は
、
7
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
徴
収
方
法
は

個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）
ま
た
は
、
普
通
徴

収
（
納
付
書
で
の
支
払
い
、
ま
た
は
口
座
振

替
）
の
ど
ち
ら
か
に
な
り
ま
す
。
決
定
通
知
書

に
徴
収
方
法
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
期

日
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

後期高齢者医療制度の
被保険者証の変更や保険料などについて



　６月１日（土）甲佐小学校体育館で「第
53回御船地区交通安全子ども自転車大会」
が開催されました。
　同大会は御船地区交通安全協会が、子ども
たちに自転車の正しい乗り方に関する知識や
技能を身に付けてもらおうと開催。郡内の小
学校から３チーム12人が参加しました。
　競技は交通ルールについての学科テストと
実技テストが行われ、甲佐小チームが優勝。
個人の部では原田豊秀くん（仁田子区・甲佐
小６年）が優勝に輝きました。

採れたての梅はいかが　
宮内梅まつりが坂本梅林で開催

交通安全の技術を競う 
第53回御船地区交通安全子ども自転車大会

▼梅の実をブルーシートに落として収穫する参加者の皆さん

▲自転車に乗って体育館内のコースを走行する児童

　

６
月
１
日（

土）

上
揚
の
坂
本

梅
林
お
よ
び
宮
内
地
区
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
で
、
宮
内
梅
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
内
地
区
の
伝
統
を
継
承
す
る

た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
然
樂
舎
み

や
う
ち
」（

境
国
嗣
代
表）

が
主

催
。
同
地
区
の
区
長
や
子
ど
も
会
、

地
域
住
民
な
ど
に
町
外
か
ら
の
参

加
者
を
加
え
た
約
30
人
が
参
加
。

　

参
加
者
は
、
き
れ
い
に
実
っ
た

梅
を
手
で
ち
ぎ
っ
て
収
穫
。
子
ど

も
た
ち
は
保
護
者
な
ど
に
枝
を
手

の
届
く
高
さ
ま
で
下
げ
て
も
ら
い

な
が
ら
１
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
摘
み

取
り
、
高
い
枝
に
実
っ
た
梅
は
竹

の
棒
で
た
た
い
て
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

の
上
に
実
を
落
と
し

て
拾
い
集
め
ま
し
た
。

収
穫
し
た
２
０
０
㌔

の
梅
は
、同
セ
ン
タ
ー

で
葉
や
枝
を
取
り
除

き
選
別
。
重
さ
を
測

り
な
が
ら
袋
詰
め
し

て
、
1
㌔
２
０
０
円

で
販
売
し
ま
し
た
。

　

熊
本
市
東
区
か
ら

参
加
し
た
親
子
は「
梅

ち
ぎ
り
は
初
め
て
で

し
た
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。
収
穫
し
た
梅

は
、
ジ
ュ
ー
ス
や
梅

干
し
に
し
て
楽
し
み

ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
付
け
で
発
令
さ
れ
た
令

和
元
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
多
年

に
わ
た
り
地
域
づ
く
り
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
中
村
幸
男
さ
ん（

緑
町
区）

に
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
秋
叙
勲
は
、
国
へ
の
功
労
や
社

会
の
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
行
い

の
あ
っ
た
方
な
ど
に
対
し
、
そ
の
功

績
や
業
績
を
国
が
表
彰
す
る
も
の
。

　

中
村
さ
ん
は
熊
本
県
商
工
会
連
合

会
理
事
を
12
年
、
甲
佐
町
商
工
会
理

事
を
12
年
、
甲
佐
町
商
工
会
会
長
を

12
年
務
め
る
な
ど
中
小
企
業
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
章
を
受
け
て
中
村
さ
ん
は
「
ま

た
気
持
ち
を
新
た
に
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

中村幸男さんが旭日双光章を受章
令和元年度春の叙勲

▼

令
和
元
年
度
春
の
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
中
村
さ
ん
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　６月16日（金）上益城郡酪農組合女性部
の４人が「父の日に牛乳を贈ろう」キャン
ペーンで、町役場を表敬訪問しました。
　同キャンペーンは、「父（ちち）」と「牛乳
（ちち）」をかけて、家族のためにがんばるお
父さんに牛乳を贈って応援しようという取り
組みで、平成13年から行われています。
　女性部の４人は、奥名克美町長と蔵田勇治
町教育長に父の日特製容器に入った牛乳を贈
呈。受け取った奥名町長は「大事にいただき
ますね」と話しました。

お父さんに牛乳を贈ろう　
「父の日の牛乳を贈ろう」キャンペーン

▲奥名町長らに牛乳を手渡す酪農組合女性部の皆さん

　

６
月
10
日
（
月
）
熊
本
市
中
央
区

上
通
で
、
第
12
回
甲
佐
町
観
光
物
産

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
魅
力
あ
る
物
産
や
観
光
資

源
、
郷
土
文
化
な
ど
を
町
外
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
甲
佐
町
商
工

会
（
中
村
幸
男
会
長
）
が
主
催
し
、

町
、
甲
佐
町
観
光
協
会
、
Ｊ
Ａ
か
み

ま
し
き
が
後
援
。
11
団
体
が
、
同
市

中
央
区
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
の

「
び
ぷ
れ
す
広
場
」に
出
店
し
ま
し
た
。

　

物
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
取

れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
や
生
花
、
手

作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
雑
貨
、

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
ブ
ラ
ン
ド
認
定

商
品
な
ど
が
所
狭
し
と
並
び
、
多
く

の
来
場
者
が
特
産
品
な
ど
を
手
に
取

り
、
買
い
求
め
ま
し
た
。

本町の物産と観光をＰＲ
第12回甲佐町観光物産展を熊本市で開催

▼

び
ぷ
れ
す
広
場
で
本
町
の
特
産
品
を
手
に
取
る
来
場
者

区民と復興団地入居者の交流を 
下豊内区で交流コンサートを開催

▲歌謡曲を披露する奥野ひかるさんと住民同士の交流を楽しむ下豊内区
民の皆さん

　5月30日（木）下豊内公民館で、下豊内区地域
住民交流会が開催されました。
　同区（西住幸郎区長130世帯）の区民と4月に
完成した甲佐地区災害公営住宅「甲佐団地」（30
世帯）の入居者との交流と親ぼくを図るために企
画し実施。
　大阪を中心に活動する歌手で、全国各地の仮設
団地や復興住宅などを訪問している奥野ひかるさ
んを迎えての演歌や歌謡曲のコンサートが開催さ
れました。参加した約40人は、奥野さんの響く
歌唱力と力いっぱいの振り付けを鑑賞し、元気
いっぱいの歌声を楽しみました。
　交流会に参加した70代の女性は、「奥野さんの
きれいな歌声と楽しいおしゃべりを聞けて、もっ
と元気になれそうです」と笑顔で感想を述べまし
た。
　西住区長は「新たに団地に入居された方も下豊
内区民となられたので、今後も地域行事などで交
流を図りたいです」と地域住民同士の交流促進に
ついて話しました。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113（内線 105）

■ 「
口
腔
健
診
で
歯
と
口
の
健
康
を

保
ち
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
を
対
象
と
し
た「
歯
科
口
腔（
こ

う
く
う
）
健
診
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

身
体
の
健
康
と
同
様
に
、
口
の
中
の

健
康
を
保
つ
こ
と
は
と
て
も
大
切
で

す
。
保
た
れ
て
い
な
い
と
、
虫
歯
や
歯

周
病
に
か
か
る
だ
け
で
な
く
口
腔
機
能

が
低
下
し
て
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
全

身
の
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
た
り
、

の
ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
口
の
中
の
細
菌
な
ど
が
肺
に

入
っ
て
、
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

毎
年
１
回
の
「
歯
科
口
腔
健
診
」
で
、

歯
と
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

※
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　

や
６
カ
月
以
上
病
院
に
入
院
さ
れ
て

　

い
る
方
、
ほ
か
の
公
共
事
業
で
同
じ

　

歯
科
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
対
象

　

に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
実
施
期
間

　

令
和
元
年
８
月
１
日
（
木
）
〜
12
月

31
日
（
火
）

▼
実
施
場
所

　

町
が
契
約
し
て
い
る
歯
科
医
院
（
受

診
券
と
併
せ
て
送
付
し
ま
す
）

▼
自
己
負
担
額

　

４
０
０
円

▼
健
診
項
目

　

問
診
、
歯
・
入
れ
歯
の
状
況
、
か
み

合
わ
せ
、
口
腔
内
の
状
況
、
飲
み
込
む

機
能
な
ど

▼
受
診
方
法

①
７
月
中
に
郵
送
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
と
併
せ
て
、
受
診
券

と
実
施
場
所
の
歯
科
医
院
一
覧
を
同

封
し
て
お
送
り
し
ま
す
。

②
受
診
券
が
届
い
た
ら
、
受
診
を
希
望

す
る
歯
科
医
院
を
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

③
予
約
し
た
歯
科
医
院
で
、
受
診
券
と

被
保
険
者
証
を
ご
準
備
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

職
員
採
用
試
験

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 221）

■
一
般
職
事
務
員
な
ど
を
採
用
予
定

▼
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

①
高
等
学
校
卒
業
程
度

　

・
一
般
事
務　

３
人
程
度

　

・
土
木　
　
　

１
人
程
度

　

・
建
築　
　
　

１
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

②
資
格
免
許
職

　

・
介
護
支
援
専
門
員　

１
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
、
有
効
期
間
満
了
日
を
迎
え
て

い
な
い
介
護
支
援
専
門
員
証
を
有
す
る

者
（
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
者
を
含
む
）

③
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

　

・
一
般
事
務　

３
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企
業

な
ど
で
の
職
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る

者
（
う
ち
「
土
木
工
事
の
設
計
、
施
工

管
理
に
係
る
職
務
経
験
が
５
年
以
上
あ

る
者
」
と
「
建
築
物
の
設
計
、
工
事
監

理
、
施
工
管
理
な
ど
に
係
る
職
務
経
験

が
５
年
以
上
あ
る
者
」
を
各
１
人
）

▼
申
し
込
み
手
続
き
方
法

①
持
参
ま
た
は
郵
送

　

 

郵
送
の
場
合
は
、
町
発
行
の
採
用
試

験
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

受
験
票
返
信
用
と
し
て
82
円
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
（
宛
先
、
郵
便
番
号
を

明
記
）
を
同
封
し
、「
甲
佐
町
職
員

採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

持
参
の
場
合
は
、
町
総
務
課
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）

　

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
試
験
案
内

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
操
作
方
法
」
を

　

よ
く
読
ん
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　

７
月
29
日（
月
）〜
８
月
16
日（
金
）

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
16
日
（
金
）

消
印
有
効
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
、
８
月

　

16
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
正
常

　

に
到
達
し
た
も
の
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験

　

９
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
集
合

　

県
立
御
船
高
等
学
校

※ 

試
験
結
果
は
、
10
月
中
旬
に
合
格

者
・
不
合
格
者
と
も
に
通
知
す
る
ほ

か
、
町
役
場
に
掲
示
し
ま
す
。

・
第
２
次
試
験

　

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
（
予
定
）

歯 科 口 腔 健 診 を
受 診 し ま し ょ う

受 診 の 申 し 込 み は 町 住 民 生 活 課 ま で

令
和
元
年
度
町
職
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113（内線 105）

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113（内線 104）

■ 

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

（
水
）
で
す
（
短
期
証
を
除
き
ま
す
）。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
世
帯
主
あ

て
の
簡
易
書
留
郵
便
に
て
お
送
り
し
ま

す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
高

齢
受
給
者
証
が
一
体
化
し
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
の

方
に
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

と
高
齢
受
給
者
証
を
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
更
新
か
ら

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢

受
給
者
証
」
１
枚
と
な
り
ま
す
。

　

一
体
化
し
た
被
保
険
者
証
に
は
、
病

院
や
薬
局
な
ど
を
受
診
す
る
際
の
一
部

負
担
金
割
合
（
今
ま
で
高
齢
受
給
者
証

に
記
載
さ
れ
て
い
た
内
容
）
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
70
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
１
日
（
た
だ
し
１
日
生
ま
れ

の
方
は
当
日
）
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。 

　

自
己
負
担
割
合
は
、
所
得
区
分
が

「
一
般
」「
区
分
Ⅱ
」「
区
分
Ⅰ
」
の
場

合
が
２
割
、「
現
役
並
み
所
得
者
」
の

場
合
が
３
割
で
す
。

■ 

所
得
区
分

　

自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
区
分
は
、

世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者
の
前
年
の
所

得
な
ど
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

・「
現
役
並
み
所
得
者
」

　

同
じ
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
被
保
険
者
が
い
る
人

・「
一
般
」

　

世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
が
住
民
税
課
税
で
、
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
が
２
割
の
人

・「
区
分
Ⅱ
」（
低
所
得
者
Ⅱ
）

　

世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
、
低
所
得
者

Ⅰ
以
外
の
人

・「
区
分
Ⅰ
」（
低
所
得
者
Ⅰ
）

　

世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯

の
各
所
得
が
必
要
経
費
な
ど
を
控
除
し

た
と
き
に
０
円
と
な
る
人

国 民 健 康 保 険 
被保険者証の更新について

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

■ 「
納
付
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」

を
ご
存
知
で
す
か

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、保
険
料
の
納
付
が「
免

除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け
る
こ

と
で
年
金
受
給
権
（
老
齢
基
礎
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
）
が
確
保

で
き
ま
す
。

①
免
除
（
全
額
・
一
部
免
除
）
申
請

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
各
々
の
前

年
所
得
（
過
去
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
の
場
合
、
納
付
す
べ
き
保

　

険
料
を
納
付
し
な
い
と
一
部
免
除
が

　

無
効
に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶
者

各
々
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
申
請

　

退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
の
前
年
の

所
得
額
を
０
円
と
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
申
請
方
法
と
免
除
期
間

　

今
年
度
の
申
請
受
付
は
、
７
月
か
ら

開
始
さ
れ
令
和
元
年
７
月
分
か
ら
令
和

２
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

ま
す
。
ま
た
、過
去
期
間
に
つ
い
て
は
、

申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１
カ

月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
方
が
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
時
に
継
続

の
申
し
出
を
さ
れ
る
と
、
翌
年
度
以
降

の
申
請
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
失
業
に
よ
る
特
例
の
申
請

の
場
合
は
、
翌
年
度
も
申
請
が
必
要
で

す
。準

備
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
、
印
か
ん

※
失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
離
職
票

　

ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

「納付免除・納付猶予
制度」をご存じですか

詳しくは町住民生活課へお尋ねください
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任官５年目の検事・佐方貞人は、

認知症の母を殺害して逮捕され

た息子・昌平の裁判を担当する

ことになった。昌平は介護疲れ

から犯行に及んだと自供する。

しかし、佐方は遺体発見から逮

捕まで「空白の２時間」がある

ことに疑問を抱き…。信念を貫

く検事の生き様に、心ふるえる

リーガル・ミステリー全４編で

す。

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

小説

心ふるえるリーガル・ミステリー

柚月 裕子著 /『検事の信義』

あの「スイミー」が２カ国版になって登場

レオ＝レオニ作 谷川 俊太郎訳 /『英語でもよめるスイミー』

さっぱりサラダからボリュームサラダまで

牛尾 理恵著 /『おそうざいサラダの本』

キャベツやトマト、じゃがいも、

にんじん、玉ねぎを使った、作

り置きと使いきりサラダをはじ

め、肉や魚介と作るボリューム

主菜サラダ、豆、雑穀、フルー

ツと合わせるバランスサラダな

ど、おそうざいになるサラダの

レシピを紹介します。さっと作

れてもりもり食べられる、食欲

の落ちやすいこの季節にぴった

りのレシピ集です。

池田書店

教養娯楽

外国人留学生として、浩宮徳仁

親王のご学友になって以来、

20年以上にわたって家族ぐる

みの親交のあった著者が、豊富

なエピソードや未公開写真とと

もに、外国人ならではの視点で

新天皇陛下の魅力を語る。ここ

だけの皇室秘話が満載です。巻

末に天皇陛下関連の年表もあり、

さまざまなご活動についても分

かる１冊です。

すばる舎

一般書

新天皇陛下と外国人留学生の友情秘話
アンドルー・Ｂ・アークリー著 /『陛下、今日は何の話をしましょう』

泳ぐのが誰よりも速い魚スイ

ミー。ある日、恐ろしいまぐろ

に襲われ、兄弟たちが１匹残ら

ず飲み込まれてしまった。逃げ

たのはスイミーだけで…。多彩

な技法で描いた美しい海の様子

をダイナミックに伝える絵本。

日本でもロングセラーを記録し

ている作品が、英語と日本語の

２カ国語版になったおすすめの

１冊です。

好学社

児童書

わ ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
『金栗四三』（大谷じろうまんが、水野光博文）

田上 虹夏さん
〔緑町区〕

今月の案内人

日本人初のオリンピアンで、箱根駅伝
創設に尽力した金栗四三の人生を学習
まんが化。どんなときもくじけない
「いだてん」の姿に闘志が湧く１冊。

Library Information

図書室からのお知らせ

■寄贈図書のご紹介

　図書室では、毎月第２木

曜日に、「０歳児からのお

はなし会」をおこなってい

ます。絵本の読み聞かせの

ほか、手袋人形、わらべう

たなど、楽しい内容です。

子育て中の保護者の皆さん、

またおじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお

気軽にご参加ください。

■日時　７月11日（木）

　　　　午前10時30分から

■会場　図書室おはなしのへや

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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■同和問題は、出身を理由に　
　したいわれのない差別です

　日本には、特定の地域の出身であ

ることなどを理由にした差別問題が

あります。そうした地域を「同和地

区」「被差別部落」、この差別問題を

「同和問題」と呼んでいます。

　　　　　～中略～

　企業に関する就職・職場での問題

は、同和地区出身者を「採用しな

い」「賃金や待遇に差をつける」と

いったことなどです。実際に、

1975（昭和50）年に、相当数の大

手企業が『部落地名総鑑』という図

書を購入していたことが発覚しまし

た。

　　　　　　～中略～

　この事件は人権侵犯事件として扱

われ、当該図書は回収・処分されま

したが、その後も似たものが作られ、

最近ではインターネット上に同様の

内容のものが流されたという報告が

あり、差別は今もなくなっていない

ことがわかります。

　就職差別をなくすには、就職採用

選考を公正に行うことが大切です。

本籍や出生地、家族の職業や収入、

家族構成、生活環境などは、その人

の適性・能力とは関係ありませんか

ら、選考の場で、これらのことを書

類に書かせたり、面接で聞いたりす

る必要はないはずです。

　　　　　～中略～

　同和問題について企業全体で正し

く理解し、一人ひとりが大切にされ、

公平で公正に働ける職場を皆で作っ

ていきましょう。

企業で働く人のための人権啓発冊子

（人権教育啓発推進センター）より抜粋 

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
5
月
29
日
（
水
）
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
調
理
室
で
「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
今
回
は
「
ふ
わ
ふ

わ
パ
ン
ケ
ー
キ
と
ど
ら
焼
き
作

り
」
に
参
加
者
10
人
が
挑
戦
。

　
パ
ン
ケ
ー
キ
作
り
で
は
、
泡

が
つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
混
ぜ
て

作
っ
た
メ
レ
ン
ゲ
を
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
に
盛
り
、
少
量
の
お
湯

を
加
え
て
蒸
し
焼
き
に
し
ま
す
。

　
一
方
、
ど
ら
焼
き
は
米
粉
を

入
れ
て
も
っ
ち
り
と
し
た
皮
を

つ
ぶ
し
餡
と
生
ク
リ
ー
ム
を
混

ぜ
た
軽
い
食
感
の
ク
リ
ー
ム
を

挟
み
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
パ
ン
ケ
ー
キ

と
ど
ら
焼
き
の
試
食
を
し
た
参

加
者
は
、「
孫
に
も
作
っ
て
ぜ

ひ
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
６
月
17
日
（
月
）
上
揚
公
民

館
で
、「
食
中
毒
」
に
つ
い
て

の
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
広

津
め
ぐ
み
管
理
栄
養
士
を
講
師

に
迎
え
、
食
中
毒
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
15
人
。

　
食
中
毒
を
起
こ
す
原
因
は

「
細
菌
」
と
「
ウ
イ
ル
ス
」
で
、

細
菌
は
温
度
や
湿
度
な
ど
の
条

件
が
そ
ろ
う
と
食
べ
物
の
中
で

増
殖
し
、
そ
れ
を
人
が
食
べ
る

こ
と
で
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　
参
加
者
は
講
座
を
通
し
て
、

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
、
料
理

を
食
べ
き
れ
ず
残
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
必
ず
冷
蔵
庫
に
保
管

し
、
食
べ
る
時
は
再
加
熱
す
る

こ
と
や
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を

防
ぐ
た
め
の
正
し
い
手
洗
い
や

う
が
い
の
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

町
公
民
館
主
催
講
座

食
中
毒
に
つ
い
て
学
ぶ

町
公
民
館
出
前
講
座

▲パンケーキやどら焼きの調理

を楽しむ参加者

▲食中毒の原因と予防の方法を

学ぶ参加者

▲

ＩＴ講習会のご案内

生涯学習「ＩＴ講習会」を開
催します

●開催期間

　９月～11月

●会場

　町生涯学習センター・視聴覚室

●内容

1. はじめてのパソコンWindows10

2. Excel 基礎から中級

3. Word の基礎と文書作成

4. Line 活用

※詳しい日程や申し込み方法など

　については後日改めて、全戸配

　布などでお知らせします。
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❖
年
に
１
度
、「
健
診
」
を
受
け

　
ま
し
ょ
う

　

７
・
８
月
は
、
町
の
特
定
健
診
・
若

者
健
診
お
よ
び
が
ん
検
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
お
よ
び
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
会
社
な
ど
で
働
い
て
い
る

方
に
も
各
会
社
な
ど
か
ら
「
健
診
」
の

お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

年
に
１
度
、「
健
診
」
を
受
け
て
自

身
の
か
ら
だ
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

❖「
健
診
」
を
受
け
る
こ
と
で
体

　
の
変
化
の
早
期
発
見
が
大
切

　
「
健
診
」
は
健
康
診
断
の
略
で
、
本

町
で
は
特
定
健
診
や
若
者
健
診
、
後
期

高
齢
者
健
診
が
該
当
し
ま
す
。

　
「
健
診
」
は
、
病
気
に
な
る
前
に
全

身
の
健
康
状
態
を
評
価
し
て
、
病
気
の

発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
病
気
の
予
防
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

　

40
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
「
健
診
」

で
は
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
に
関
連
す
る

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
原
因
と
す
る

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、
腎
不
全
な
ど
に

な
ら
な
い
た
め
に
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。

　
「
健
診
」
は
、
毎
年
受
け
る
こ
と
で

自
身
の
か
ら
だ
の
変
化
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
診
断
の
結
果
を
基
に
、

自
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

❖「
健
診
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
ん

　
な
こ
と
で
し
ょ
う

　
「
健
診
」
の
主
な
メ
リ
ッ
ト
に
は
次

の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
す
る
病
気
に
い
ち
早
く
気
付
き
予

防
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

２
つ
目
は
、「
健
診
」
後
の
保
健
指

導
に
お
い
て
、
診
断
結
果
を
基
に
し
た

医
師
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
保
健
指
導
を
と
お
し
て

診
断
結
果
の
理
由
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
改
善
方
法
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
緊
急
入
院
が
必
要
と
な

る
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
重
篤
な
疾

患
の
兆
候
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

４
つ
目
は
、
早
期
発
見
に
よ
り
、
病

状
が
進
行
す
る
前
に
治
療
な
ど
を
始
め

る
こ
と
で
、
長
期
入
院
・
長
期
治
療
が

防
げ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
負
担
も
軽
減
で
き
ま

す
。

　

５
つ
目
は
、
み
ん
な
が
健
康
に
な
り

医
療
費
が
抑
制
さ
れ
れ
ば
、
保
険
料
の

値
上
げ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
事
で

す
。

　
「
健
診
」
に
は
こ
の
よ
う
に
多
く
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
「
健
診
」
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

❖「
健
診
」
の
結
果
は
自
身
の
か

　
ら
だ
の
評
価
表
で
す

　
「
健
診
」
の
結
果
は
、
本
人
に
通
知

さ
れ
ま
す
。
前
回
ま
で
の
数
値
と
今
回

の
数
値
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
健
康

管
理
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
今
後
病

気
に
な
っ
た
時
に
参
考
に
な
る
検
査
記

録
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、検
査
結
果
で
「
要
検
査
」「
要

治
療
」
と
判
定
さ
れ
た
ら
、
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
指
定

さ
れ
た
時
期
に
検
査
や
治
療
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

血
圧
や
脂
質
、
血
糖
な
ど
の
基
準
値

は
、
将
来
の
病
気
を
予
測
し
て
学
会
で

決
め
ら
れ
た
値
で
す
。
検
査
結
果
の
数

値
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
予

測
に
対
し
て
、
対
策
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
１
回
、必
ず「
健

診
」
を
受
け
て
経
過
を
み
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
も
「
健
診
」
が
始
ま
り
ま
す
。

自
身
の
か
ら
だ
の
状
態
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
健
診
」
を
受
け
て
自
身
の
か
ら
だ
の

状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

健診 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

７・８月は、町の健康診断（特定

健診、若者健診、高齢者健診）が

実施されます。毎年１度、「健診」

で自身のからだの健康状態を把握

して、病気の発生の兆候がないか

調べましょう。診断結果を基に生

活習慣の見直すことが大切です。

木村 真澄 保健師
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
７月の子育て支援カレンダー

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

７・８月の保健活動

　　７月25日（木）　午前９時

　　８月19日（月）　午前９時

　　７月25日（木）　午前10時10分

　　８月19日（月）　午前10時

　　８月２日（金）　午前９時15分

　　７月２日（火）　午後０時40分

　　８月23日（金）　午前９時20分

　　７月２日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（月） プール遊び

３日（水） 水で膨らむスポンジ

５日（金） 七夕まつり

８日（月） プール遊び

10日（水） しゃぼん玉遊び

12日（金） お絵描き

17日（水） 園児と交流

19日（金） お誕生会（要予約）

22日（月） プール遊び

24日（水） おやつ作り

26日（金） 絵本の読み聞かせ

29日（月） プール遊び

31日（水） 人形遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

19日（金） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

奚
し

 皇
こう が

賀 くん（１歳）
 母・  さん

　（中早川区）

　　幸せで健康に

　　　　　　過ごしたい！！

　

伊佐 将
しょうせい

惺 くん（１歳）
 父・翼 さん　母・めぐみ さん

　（仁田子区）

　お兄ちゃん、お姉ちゃん

　　　　　　　　　だーいすき♡

　

田上 ゆりか ちゃん（１歳）
 父・隼人 さん　母・夕夏 さん

　（上早川一区）

　なにもかもがアグレッシブな

　　　　　　　　赤ちゃんです！！
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７
July 2019

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　kumamoto.jp/

　

８
月
４
日
（
日
）
は
、
甲
佐
町

長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

選
挙
は
、
町
民
の
権
利
で
あ
り
、

責
務
で
も
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
告
示
日

　

７
月
30
日
（
火
）

▼
投
票
日

　

８
月
４
日
（
日
）

▼
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

▼
投
票
で
き
る
人

　

平
成
13
年
８
月
５
日
以
前
に
生

ま
れ
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
町

内
に
居
住
し
て
い
る
人

▼
準
備
す
る
物

　

入
場
券

▼
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、
投

票
日
前
に
期
日
前
投
票
所
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
日

　

７
月
31
日
（
水
）
〜
８
月
３
日

（
土
）

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
時
間 

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
場
所

　

町
役
場
２
階
総
務
課
前

▼
期
日
前
投
票
の
準
備
す
る
物 

　

入
場
券

※
お
手
元
に
届
い
て
い
る
と
き
は

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　

町
内
に
長
期
不
在
の
た
め
、
期

日
前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
お
早
め
に
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
を

受
け
て
い
る
、
病
院
・
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人
が
、

入
院
・
入
所
先
で
不
在
者
投
票
が

で
き
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

施
設
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会（
町
総
務
課
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
（
内
線
２
２
２
）

　

町
で
は
、
今
後
の
地
震
に
備
え
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
住
ま
い
の
確
保
の
た

め
、
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
の
住
宅

　

次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た

す
住
宅

・
現
に
住
宅
所
有
者
の
居
住
の
用

に
供
さ
れ
て
い
る
、
地
上
階
数

が
３
以
下
の
木
造
住
宅
（
併
用

住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
の
床

面
積
が
延
べ
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
の
も
の
）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
も
の
、
ま
た
は
平
成
28

年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

・
建
築
基
準
法
に
係
る
違
反
が
な

い
も
の

・
過
去
に
同
一
事
業
へ
の
補
助
が

な
い
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も

の
（
耐
震
診
断
が
お
済
で
な
い

人
は
熊
本
県
戸
建
て
木
造
住
宅

耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
）

▼
対
象
者

・
住
宅
の
所
有
者
で
、
税
金
な
ど

の
滞
納
が
な
い
者

■
補
助
事
業
内
容

①
耐
震
改
修
設
計
費
補
助

　

補
助
対
象
事
業
費
の
３
分
の
2

　
（
補
助
限
度
額
20
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

　

補
助
対
象
事
業
費
の
50
㌫
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
１
８
万
千
円
）

③
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工

　

事
一
括

　

補
助
対
象
事
業
費
の
80
㌫
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
３
０
万
円
）

④
建
替
え
工
事

　

補
助
対
象
事
業
費
の
80
㌫
以
内

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（５月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

甲
佐
町
長
選
挙
の
投
票
日
は

８
月
４
日
（
日
）
で
す

戸
建
て
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
を
支
援
し
ま
す
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Monthly Information

　
（
補
助
限
度
額
１
３
０
万
円
）

⑤
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

　

補
助
対
象
事
業
費
の
50
㌫
以
内

　
（
補
助
限
度
額
20
万
円
）

▼
申
し
込
み
期
限

　

12
月
20
日
（
金
）
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※
本
補
助
事
業
を
申
請
す
る
場
合

は
、
町
建
設
課
へ
の
事
前
相
談

が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
建
設
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
（
内
線
１
６
２
）

　

県
で
は
、
お
住
ま
い
を
耐
震
診

断
士
が
訪
問
し
、
目
視
お
よ
び
図

面
な
ど
に
よ
り
地
震
に
対
す
る
強

さ
を
診
断
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象
者

・
原
則
と
し
て
、
住
宅
の
所
有
者

▼
診
断
費
用

・
住
宅
の
図
面
が
あ
る
場
合
（
現

況
と
図
面
が
一
致
し
、
筋
か
い

の
位
置
が
明
示
）

　

５
，
５
０
０
円

・
住
宅
の
図
面
が
な
い
場
合

　

１
９
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不

明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
‐

　

３
２
‐
１
）

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
５
‐
０
７
７
１

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
い
、
軽
減
税
率
対
象
商

品
を
扱
う
店
舗
な
ど
は
複
数
税
率

に
対
応
し
た
レ
ジ
や
シ
ス
テ
ム
改

修
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
国
で
は
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
な
ど
を
対
象
に
、
新

た
な
レ
ジ
の
導
入
費
用
や
シ
ス
テ

ム
改
修
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴

う
需
要
平
準
化
対
策
と
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
使
っ
た
場
合

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
国
が
支
援
し

ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　

TEL
０
１
２
０
‐
３
９
８
‐
１
１
１

　

消
費
者
還
元
事
務
局

　

TEL
０
５
７
０
‐
０
０
０
６
５
５

事件・ 事 故 件 数

５月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

６月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

緑川をまたぐ甲佐大橋の麻生

原集落側のたもとに小さな石の祠

（ほこら）があります。金八水神で

す。この水神にも伝説があります。

その1つが、以前の文化財探訪

で紹介されていた竜野の猿王堂の

お話です。力が強く乱暴な金八と

いう男が竜野村や白旗村で悪さを

していたのを、甲佐岳の猿と阿蘇

の大宮司が懲らしめたというもの

です。首を切られて死んだ金八が、

このままではあまりにかわいそう

だと、麻生原の人々がこっそり首

をとりかえし、小さな塚を作り水

神さんとして祀ったというもので

す。

もう１つが、昔、阿蘇大明神が

供（とも）の金八をつれて狩りに

出かけられ１頭の鹿を射止められ

たが、供の金八が鹿を取りに行か

ないので大明神がしかると、金八

はこの水神の場所まで逃げてきて

自害し、この森から大明神を祀る

津志田神社に火の玉が飛んでいっ

たというものです。

この２つの伝説の背景には、室

町時代の豪族であった阿蘇大宮司

（だいぐうじ）家の分裂と八代相

良（さがら）家等の戦いがあると

考えられます。またこの伝説は、

阿蘇の鬼八（金八）法師伝説に重

なるものがあります。宮崎県高千

穂地方にも鬼八の話があります。

小さな石の祠ですが、歴史の流

れを知る機会になりそうです。

甲佐町の文化財探訪　～第 70回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「金八（きんぱち）の森」 赤星 眞照 町文化財保護委員（有安区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（５月分）

※単位・㌔ 

お
住
ま
い
の
耐
震
診
断

を

し

ま

せ

ん

か

▶
金
八
が
祀
ら
れ
て
い
る
水

　

神
の
祠

お
使
い
の
レ
ジ
は
、
消
費
税
軽

減
税
率
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
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Monthly Information

　

上
益
城
消
防
組
合
で
は
、
令
和

元
年
度
消
防
職
員
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

　

消
防
職　

３
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

▼
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

・
第
１
次
試
験

　

９
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
　

県
立
御
船
高
等
学
校

・
第
２
次
試
験

　

11
月
上
旬
ご
ろ

※
試
験
会
場
第
１
次
試
験
合
格
者

　

に
通
知
し
ま
す

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　

７
月
29
日
（
月
）
〜
８
月
16
日

（
金
）

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除

　

き
ま
す

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
16
日（
金
）

　

の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

▼
受
験
願
書
請
求
先

　

上
益
城
消
防
署
お
よ
び
山
都
消

防
署

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
５

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
職
業
訓
練
（
障
が
い
者
委
託

訓
練
）
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
受
講
対
象

　

身
体
（
上
肢
・
内
部
）、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
の
障

が
い
の
あ
る
方

▼
定
員

　

10
人

▼
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
基
礎
操
作
か
ら
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ

ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
の
基
礎
技
術
を
身

に
付
け
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

７
月
31
日
（
水
）

▼
訓
練
期
間

　
９
月
３
日
（
火
）
〜
11
月
29
日

（
金
）（
３
カ
月
間
）

▼
経
費

　

テ
キ
ス
ト
代
９
，
４
0
０
円

（
税
抜
き
）
程
度

▼
訓
練
場
所

　

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

　
（
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２
丁

目
１
‐
24
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

TEL
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７

　

５
月
か
ら
７
月
に
鮮
や
か
な
黄
色

の
花
が
咲
く
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、

「
外
来
生
物
法
」
に
よ
り
特
定
外
来

生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
特
定
外
来
生
物
と
は

　

特
定
外
来
生
物
と
は
、「
外
来

生
物
法
」
に
よ
り
、
生
態
系
な
ど

に
被
害
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
指

定
さ
れ
た
生
物
で
す
。

　
「
外
来
生
物
法
」
で
は
、
特
定
外

来
生
物
に
指
定
さ
れ
た
生
物
を
飼

育
、
栽
培
、
保
管
、
運
搬
、
販
売
、

譲
渡
、
輸
入
、
野
外
に
放
つ
こ
と

な
ど
を
原
則
禁
止
し
て
い
ま
す
。

▼
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
特
徴

・
北
ア
メ
リ
カ
原
産
キ
ク
科
の
多

　

年
生
草
本

・
開
花
期
は
５
月
〜
７
月
、
結
実

　

期
は
６
月
〜
９
月

・
高
さ
は
30
〜
70
㌢
程
度
で
、
直

　

径
５
〜
７
㌢
の
橙
黄
色
の
コ
ス

　

モ
ス
に
似
た
花
を
つ
け
ま
す
。

▼
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
見
つ
け

た
ら

・
個
人
で
駆
除
・
処
分
す
る
場
合

①
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
抜
き
取

り
、
袋
に
詰
め
て
口
を
縛
る
。

（
抜
き
取
っ
た
場
所
で
枯
死
さ

せ
る
）

②
直
近
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日

ま
で
保
管
す
る
。

③
収
集
日
に
燃
え
る
ご
み
と
し
て
、

ご
み
収
集
所
に
出
す
。（
１
日

に
出
す
量
は
指
定
袋
で
２
袋
ま

で
で
す
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自
治
会

　
等
で
駆
除
・
処
分
す
る
場
合

　

次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

駆
除
し
た
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

運
搬
・
保
管
が
実
施
可
能
で
す
。

①
処
分
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

　

ご
み
の
焼
却
施
設
（
ク
リ
ー
ン

　

セ
ン
タ
ー
）
に
運
搬
す
る
も
の

　

で
あ
る
こ
と
。

②
運
搬
中
に
落
下
や
種
子
の
飛
散

　

の
防
止
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る

　

も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
特
定
外
来
生
物
の
防
除
で
あ
る

　

旨
、
実
施
す
る
主
体
、
実
施
す

　

る
日
お
よ
び
場
所
等
を
事
前
に

　

告
知
す
る
な
ど
公
表
さ
れ
た
活

　

動
に
伴
っ
て
運
搬
す
る
も
の
で

　

あ
る
こ
と
。

▼ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員

採

用

試

験

を

実

施

ｒ
募
集

第18回会長杯ビーチボールバレー大会結果
 Sports

●大会成績

・フリーの部 優勝　緑町

・50歳以上の部 優勝　スウィートフィッシュ

●主催

　甲佐町ビーチボールバレー協会（坂本敏博会長）

●開催日

　６月６日（木）・７日（金）

●会場

　甲佐小学校体育館

▶
優
勝
し
た
緑
町
（
左
）
と

ス
ウ
ィ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の

皆
さ
ん

ｉ
お
知
ら
せ

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

特
定
外
来
生
物
で
す

Public Relations KOSA
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Monthly Information

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ
り

果
樹
類
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
園
芸
作
物

の
花
粉
交
配
に
は
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
、

開
花
期
を
迎
え
ま
す
が
、
農
薬
散

布
に
あ
た
っ
て
は
ミ
ツ
バ
チ
に
被

害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前
に
近

く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防

除
時
期
、
場
所
な
ど
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
散
布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
農
業
技
術
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

　

県
畜
産
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
０
１

　

熊
本
県
立
松
橋
西
支
援
学
校
上

益
城
分
教
室
で
は
、
日
ご
ろ
の
作

業
学
習
に
お
い
て
丁
寧
に
作
り
上

げ
た
製
品
を
販
売
し
、
地
域
の
方

と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
同
校
上
益
城
分
教
室
の
生

徒
に
よ
る
作
業
製
品
の
販
売
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
来
場
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　

７
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

▼
場
所

　

甲
佐
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

サ
エ
ラ
（
甲
佐
町
大
字
岩
下
61
）

▼
主
な
販
売
品

　

学
校
の
農
園
で
と
れ
た
新
鮮
野
菜

や
花
苗
、
小
銭
入
れ
・
キ
ー
ケ
ー

ス
・
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
革
製
品
、

は
が
き
・
封
筒
な
ど
の
紙
す
き
製
品

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
橋
西
支
援
学
校
上
益
城
分
教
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
０
４
０

　
（
公
財
）
く
ま
も
と
地
下
水
財

団
で
は
、
８
月
１
日
の
水
の
日
を

記
念
し
、「
水
の
日
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

８
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
3
時
30
分

▼
場
所

　

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

▼
定
員

　

１
５
０
人

▼
参
加
費

　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

事
前
申
し
込
み
は
７
月
１
日

（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
く
ま
も
と
地
下
水
財

団

　

TEL
０
９
６
‐
２
２
７
‐
６
６
７
８

松
橋
西
支
援
学
校
生
徒
に
よ
る

作
業
製
品
の
販
売
会

e
開
催

第19回職場対抗ソフトバレーボール大会結果
 Sports

令
和
元
年
度
「
水
の
日
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　５月25日（土）甲佐町やな場で、「やな遊び2019

夏」が開催されました。

　営業開始を控えるやな場を活用して、普段とは異な

る楽しみ方で本町を代表する地域資源のやな場の魅力

を再確認・再発信してもらおうと、甲佐町まちづくり

協議会のメンバーである（一社）パレットが企画。

　毎年６月から11月までアユ料理が楽しめる会場で

は、ヨガなどの体験教室や地元農家の採れたて野菜直

売コーナーのほか、町内外の飲食店や雑貨店が出店。

カレーやコーヒーなどの飲食物や、カップや小皿と

いった雑貨品が販売され、町内外から訪れた参加者は

普段と異なるやな場を楽しみました。

　初めて訪れたという熊本市中央区の親子は「SNS を

通してイベントを知りました。もともと甲佐のやな場

には興味があったので、今回来れてよかったです。雰

囲気があっていいですね」と流れ落ちる水音とあずま

屋が醸し出す風情を楽しみました。

▲普段と異なるやな場を楽しむ町内外から訪れた参加者

やな場の魅力を再発信　　  
「やな遊び2019夏」が開催

●大会成績

・優　勝　商工会Ａ

・準優勝　あゆの里

・３　位　オトメッツ

　　　　　荒瀬会Ｃ

・敢闘トーナメント

  優　勝　役場Ｃ

●主催

　甲佐町バレーボール協会（西坂直会長）

●開催日

　６月 12日（水）

●会場

　甲佐小学校体育館

▶
優
勝
し
た
商
工
会
Ａ
チ
ー
ム
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Monthly Information

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で
は

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

航
空
学
生
（
海
上
自
衛
隊
）

　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

航
空
学
生
（
航
空
自
衛
隊
）

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

※
い
ず
れ
も
高
卒
者
ま
た
は
高
専

　

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
む
）

一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
月
）
〜
９
月
６
日
（
金
）

※ 

自
衛
官
候
補
生
は
、
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細

　

に
つ
い
て
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇

　

城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

　

上
益
城
消
防
組
合
で
は
、
甲
種

防
火
管
理
者
取
得
講
習
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
実
施
日
程

　

９
月
５
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
50
分

　

９
月
６
日
（
金
）
午
前
９
時～

午
後
３
時

▼
受
講
場
所

　

上
益
城
消
防
組
合
本
部
３
階
多

目
的
ホ
ー
ル

▼
受
講
申
込
期
間

　

８
月
１
日
（
木
）
〜
23
日
（
金
）

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で
、
上
益
城
消
防
本
部
予
防

　

指
導
課
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

　

土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除

甲
種
防
火
管
理
者
資
格 

取
得
講
習
会
を
開
催

e
開
催

第68回 甲佐町あゆまつり開催決定のお知らせ
Event

　甲佐の夏の一大イベント「あゆま
つり」が７月28日（日）に開催決定！
　今年も「子どもみこし」や「あゆ
のつかみどり大会」、「総盆踊り大会」
などを開催します。まつりを締めく

くるのは、夜空を彩る約 3000 発の
打ち上げ花火。フィナーレでは音と
花火の共演「ミュージック花火」も
実施します。
　ぜひお越しください。

　地域振興課　 TEL 096-234-1154

■開催日　７月 28 日（日）

■主なイベントと会場
イベント 時　間 場　所 備　考

開会セレモニー 午前９時
町総合保健福祉センター
「鮎緑」

子どもみこし 午前10時30分 鮎緑前～周辺市街地

ソーメン流し 午前11時30分 甲南パーク

あゆのつかみどり
大会

午後３時 甲佐小学校プール
受付は午後２時から
会場にて行います。
入場料300円

総盆踊り大会 午後６時40分 甲南パーク一帯

ステージイベント 午後６時40分 中甲橋グリーンパーク

花火大会 午後８時20分 中甲橋グリーンパーク 雨天時は延期します

各

種

自

衛

官

を

募

集

し

て

い

ま

す

ｒ
募
集

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　

●少年柔道スクール

●卓球

●ノルディックウォーキング教室

  

●トランポリン教室

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●ジュニアバスケットスクール

■お問い合わせ先

TEL
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Monthly Information

　

き
ま
す
。

※
受
講
申
込
書
は
、
上
益
城
消
防

　

署
な
ど
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
定
員

　

先
着
70
名

▼
受
講
料

　

４
，
０
０
０
円

※
申
請
時
に
徴
収
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予

　

防
指
導
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
無
料

の
登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・
贈

与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
つ
い
て
、

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し

ま
す
。

　

事
前
予
約
の
上
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

７
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
は
除
き
ま
す
）

▼
会
場

　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階
小
会

議
室

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
旧
宮
内
小
学
校
）
で
、
手
作
り

の
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
「
夏
山
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
旧
校
舎

で
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
主
催

　

パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
自
然
樂
舎
み
や
う
ち
」）

▼
日
時

　

８
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時

▼
場
所

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
樂
舎
み
や
う
ち

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
６
２

　

㈲
せ
せ
ら
ぎ
で
は
、
町
内
の
方

を
対
象
に
、
田
ん
ぼ
や
小
川
の
生

き
物
や
植
物
の
観
察
会
を
開
催
し

ま
す
。
汚
れ
て
も
い
い
服
や
長
靴

な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
希
望
者
は
、
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

7
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

▼
集
合
場
所

　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
ほ
た
る

　
（
上
早
川
２
２
‐
１
）

▼
参
加
費

　

５
０
０
円

　
（
昼
食
代
・
保
険
料
込
み
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

㈲
せ
せ
ら
ぎ

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
５
５
１
１

　

夏
場
に
は
、
自
転
車
盗
、
色
情

ね
ら
い
（
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
干
し

て
あ
る
下
着
を
盗
む
犯
罪
）
な
ど

が
例
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
で
長
期
不
在
宅
や

深
夜
外
出
が
増
え
る
た
め
、
空
き
巣
、

車
上
ね
ら
い
、
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど

の
被
害
増
加
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

防
犯
対
策
で
被
害
の
未
然
防
止

・
自
宅
や
車
両
に
貴
重
品
な
ど
を

　

放
置
し
な
い

・
下
着
な
ど
は
外
か
ら
見
え
る
と

　

こ
ろ
に
干
さ
な
い

・
夜
間
は
明
る
く
人
通
り
の
多
い

　

道
を
通
る

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～７月～
 Event

ｃ
く
ら
し
安
全

み

ん

な

で

防

犯

夏
場
に
増
え
や
す
い
犯
罪

▶
円

　　　　　　（5月31日現在）

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

６
月
の
「
伊
藤
一
男
写
真
展
」

　

の
様
子

「ニラでスープ」こうさんもん No.5

　▶
TEL

▶

「井戸江峡万十」こうさんもん No.7

　▶
TEL

▶期　　間　７月２日（火）～７月 15日（月）

▶展示内容　自然に咲く野の花の写真

無
料
登
記
相
談
所
の

開

設

に

つ

い

て

８
月
４
日
（
日
）
宮
内
地
区

で
「
夏
山
カ
フ
ェ
」
を
開
催

田
ん
ぼ
の
自
然
観
察
会

を

開

催

し

ま

す

「マシュマロ」こうさんもん No.8

　▶
TEL
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総合学習の一環で田植えを体験した甲佐小５年の児童たち（西寒野)

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

連
日
の
悲
惨
な
事
故
に
涙
す
る
平
穏
な
日
々
に
戻

る
の
は
い
つ 

緒
方
　
明
美

擦
り
切
れ
た
野
良
着
懐
か
し
健
や
か
な
日
々
の
暮

ら
し
の
亡
夫
の
体
臭 

塚
原
　
暁
益

六
人
の
姉
妹
揃
い
て
北
の
旅
今
は
懐
か
し
想
い
出

と
な
る 

池
田
キ
ヨ
子

目
に
青
葉
小
鳥
囀
る
散
歩
道
風
も
爽
や
か
気
分
爽

快 

赤
星

　
文
子

久
し
ぶ
り
阿
蘇
の
原
野
を
バ
ス
で
行
く
地
震
の
後

の
悲
惨
さ
見
つ
つ 

白
梅
　
武
人

い
く
つ
か
の
心
残
り
を
呟
き
て
亡
夫
は
旅
立
つ
吾

を
残
し
て 

吉
永
由
紀
子

先
生
に
守
ら
れ
な
が
ら
登
校
の
黄
色
い
帽
子
の
元

気
な
児
童
ら 

内
田
乃
武
子

母
の
日
に
離
れ
住
ん
で
る
孫
息
子
茶
飲
み
カ
ッ
プ

を
吾
に
贈
れ
り 

上
村
や
す
美

成
す
こ
と
も
無
く
初
夏
の
ち
ぎ
れ
雲
見
て
お
り
明

日
も
か
く
過
ご
す
か
も 

渡
辺
　
幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　

「
つ
な
が
る
」

つ
な
が
り
は
年
に
一
度
の
年
賀
状 

林
　
　
雅
之

人
々
の
つ
な
が
る
世
界
わ
が
願
い 

日
隈
　
俊
郎

　

「
学
校
」

学
校
は
大
好
き
勉
強
は
嫌
い 

清
川
み
ど
り

料
理
学
校
い
い
奥
様
に
な
る
つ
も
り 

川
村

　
文
子

春
の
陽
が
一
番
似
合
う
新
入
児 

渡
辺

　
幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

え
ら
か
ね
　
升
席
に
イ
ス
持
ち
込
う
だ 

広
田
み
ど
り

え
ら
か
ね

　
駆
け
足
で
掛
け
持
ち
バ
イ
ト 

下
山
　
千
恵

え
ら
か
ね

　
二
十
歳
で
会
社
起
こ
さ
し
た 

志
垣
　
　
光

え
ら
か
ね

　
我
が
家
の
修
理
後
ま
わ
し 

佐
藤
　
　
葵

え
ら
か
ね

　
子
供
が
親
に
教
え
よ
る 

平
井
や
よ
い

え
ら
か
ね

　
爺
ち
ゃ
ん
越
し
て
警
視
か
い 

長
原
　
産
賀

え
ら
か
ね

　
酒
も
女お

な
ご子

も
や
め
ら
し
た 

佐
野
　
　
京

え
ら
か
ね

　
一
人
お
泊
り
よ
う
で
け
た 

光
永
　
　
六

え
ら
か
ね

　
嘘
つ
く
ま
で
に
の
ぼ
り
詰
め 

井
元
あ
ざ
み

え
ら
か
ね

　
感
謝
の
言
葉
書
き
残
し 

日
高
　
美
里

え
ら
か
ね

　
た
っ
た
四
つ
で
お
留
守
番 

上
田

　
梅
清

え
ら
か
ね

　
彼
の
世
の
パ
ス
も
チ
ャ
ー
ジ
済
み 

日
隈

　
元
良

え
ら
か
ね
　
煽お

だ

て
て
誉
め
て
育
て
な
ん 

北
川

　
直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

文
月 

〜
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ひとの動き（敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！
 住　所 氏　名     性別  保護者

仁田子　田上　柾
ま さ き

季　男　龍　真

糸　田　本田　七
な な せ

星　男　和　明

津志田　高岡　楓
ふ う な

菜　女　清　和

白　旗　山下　夏
な つ き

來　女　祐　二

船　津　井元　奏
かえで

　　女　康　平

下横田　小島　悠
は る と

仁　男　秀　平

中横田　吉浦　翔
か の ん

音　女　一　成

津志田　一圓　瑞
みずき

　　女　　仁

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,027 △10

女 5,582 △１

計 10,609 △11

世帯数 4,283 ０

令和元年５月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

有　安　本田長久子　91　長久子

有　安　本田　信子　98　敬　和

小　鹿　園田トシコ　97　裕二郎

豊　内　甲斐　昭子　92　昭　子

芝　原　河野　武憲　92　 　郎

西寒野　岩井ツヨ子　81　ツヨ子

田　口　宮本ムツエ　96　ムツエ

５月11日（土）～６月10日（月）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［ 作り方

①ジャガイモを良く洗い、皮を

剥かず１個ずつラップで包み

レンジで１個につき１分30

秒程加熱します。

②①のジャガイモを熱いうちに

皮を剥いて７～８㍉幅に切る。

③ズッキーニはジャガイモと同

じ厚さに揃えましょう。

④ベーコンを３㌢幅に切る。

⑤グラタン皿（２枚重ねのアル

ミホイルで代用可）に薄くサ

ラダ油を敷き、ズッキーニ・

ベーコン・ジャガイモ・ベー

コン・ズッキーニと交互に重

ねていきます。

⑥最後に全体に軽く塩コショウ

を振り、チーズをまんべんな

く散らしたら、焦げを防ぐた

めにアルミホイルを１枚かぶ

せてオーブントースターで10

分程焼いて出来上がりです。

ズッキーニの重ね焼き

ご存知ですか？

材　料（４人分）

ズッキーニ………………２本
ジャガイモ………………２個
ベーコン…………………４枚
ピザ用チーズ……………100㌘
塩コショウ………………少々

　　濃いみどり色で細長いズッ

キーニ。見た目はまるでキュウ

リのようですが、実はカボチャ

の仲間だってご存じですか？

　スープの具にしたりトマトや

ナスと煮込んだり、韓国料理に

も欠かせない野菜です。

　ズッキーニはカリウムを多く

含んでいるため体の中から余分

な塩分を排出し、血圧の上昇を

抑えてくれます。

　また、ビタミンＣも多く含ま

れており、風邪の予防や疲労の

回復、肌荒れ防止などに大きな

効果があるそうです。また、む

くみの解消に一役かってくれま

すし、アンチエイジングでも大

活躍です。

　上手に取り入れて、健康に過

ごしましょう。

　

町
内
各
地
で
田
植
え
が
始
ま
り
、

多
く
の
田
が
水
を
た
た
え
る
風
景
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大

量
の
水
を
必
要
と
す
る
コ
メ
づ
く
り

に
と
っ
て
、
梅
雨
前
線
が
も
た
ら
す

降
雨
は
恵
み
の
雨
。
今
年
は
熊
本
地

方
を
含
む
九
州
北
部
の
梅
雨
入
り
が

遅
れ
、
一
足
先
に
夏
が
や
っ
て
き
て

し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
夏
の
は
じ
ま
り
を
感
じ
さ

せ
る
６
月
下
旬
、
甲
佐
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
田
植
え
体
験
に
臨
む
と
い

う
の
で
、
西
寒
野
区
の
井
上
良
治
さ

ん
の
水
田
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
31
人
の
児
童
た
ち
は
、

井
上
さ
ん
や
地
元
農
家
、
Ｊ
Ａ
青
壮

年
部
の
若
手
農
家
の
指
導
の
下
、
丁

寧
に
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
ぎ

こ
ち
な
い
手
つ
き
だ
っ
た
児
童
た
ち

も
終
わ
る
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
慣
れ

た
様
子
。
今
回
植
え
た
も
ち
米
は
秋

に
収
穫
を
行
い
、
学
校
で
の
餅
つ
き

に
活
用
す
る
と
の
こ
と
。
実
り
の
秋

が
楽
し
み
で
す
ね
。 

（
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　沖縄県　齊藤　大輔
　　妻　府　領　鶴山　優子

　　夫　仁田子　井芹　偉

　　妻　宇城市　増田　瑞穂

　　夫　嘉島町　𠮷田　一真
　　妻　早　川　西口明日香
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「
あ
ゆ
ま
つ
り
で
は
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
を
任
せ
て
も

ら
い
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
地
元

の
夏
祭
り
を
よ
さ
こ
い
を
通
し
て

盛
り
上
げ
た
い
で
す
」
と
話
す
の

は
、
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
『
小
巻

組
』
を
率
い
る
德
山
小
巻
さ
ん

（
芝
原
区
）。

　

よ
さ
こ
い
と
は
、
高
知
県
発
祥

の
祭
り
で
、
鳴
子
を
手
に
踊
る
の

が
特
徴
。
曲
や
衣
装
、
振
り
付
け

は
自
由
で
多
様
化
し
て
お
り
、
国

内
各
地
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

德
山
さ
ん
と
よ
さ
こ
い
と
の
出

会
い
は
、
13
年
前
に
初
開
催
さ
れ

た
火
の
国
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り

へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
。
そ
の
熱

量
や
威
勢
の
良
さ
に
魅
せ
ら
れ
、

本
格
的
な
チ
ー
ム
作
り
が
は
じ

ま
っ
た
。

　

現
在
は
、
町
内
出
身
者
を
は
じ

め
上
益
城
圏
内
を
中
心
に
10
〜
50

代
の
23
人
で
活
動
中
。
毎
週
金
曜

日
に
練
習
し
、
九
州
各
県
の
大
会

に
も
積
極
的
に
出
場
。
数
多
く
の

大
会
で
入
賞
す
る
な
ど
、
名
の
知

れ
た
チ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
当
時
の
メ

ン
バ
ー
も
多
数
在
籍
し
て
お
り
、

家
族
の
よ
う
な
気
心
知
れ
る
仲
間

た
ち
と
の
活
動
は
、
生
活
の
一
部

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
德
山

さ
ん
。

　
「
以
前
、
大
き
な
大
会
を
前
に

が
ん
が
発
覚
し
、
手
術
の
た
め
練

習
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、

チ
ー
ム
の
皆
が
私
を
支
え
て
く
れ

ま
し
た
。
仲
間
と
の
結
束
も
深
ま

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る

　
『
小
巻
組
』
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
全
力
で
楽
し
む
」
こ
と
だ
と
い

う
德
山
さ
ん
は
、
今
、
あ
ゆ
ま
つ

り
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
練
習
に

力
を
注
い
で
い
る
。

　
『
小
巻
組
』
と
し
て
の
活
動
は
、

来
年
３
月
で
一
区
切
り
と
な
り
ま

す
が
、
あ
ゆ
ま
つ
り
な
ど
の
地
域

イ
ベ
ン
ト
に
は
今
後
も
参
加
し
て

地
域
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
よ
さ
こ
い
の
熱

量
と
勢
い
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。『
小
巻
組
』
の
息
の
合
っ

た
力
強
い
演
舞
を
ぜ
ひ
見
て
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
仲
間
と
の
絆
を
胸

に
、
今
年
の
甲
佐
の
夏
祭
り
を
熱

く
盛
り
上
げ
る
。
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こうさ広 報

甲
佐
の
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

仲
間
と
の
絆
と
よ
さ
こ
い
の
演
舞

とくやま こまき / よさこい

チーム『小巻組』リーダー。

演技構成や指導、掛け声（煽

り）を担当。町公民館講座

「ヨガ教室」講師としても活躍。

德山 小巻さん
Tokuyama Komaki

〔芝原区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル


